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        平成２９年度 学校教育自己診断の結果について（報告） 

 

 このたびは学校教育自己診断の実施にあたり、保護者、児童生徒の皆様には多大なご協

力をいただき、ありがとうございました。 

今回のアンケート結果を以下のようにまとめました。今後の学校教育に活かせるよう、

ご報告させていただきます。なお全項目の集計については学校ホームページに掲載します。 

 

１．回答率（配付実施日：教職員１０/27～ 保護者１１/２～ 児童生徒１１/15～） 

 教職員 保護者 児童・生徒 

小学部 １００％ ５８％ ８人 

中学部 １００％ ６９％ ２人 

高等部 ９７％ ３９％ ８人 

計 ９９％ ５６％ １８人 

 

２．児童生徒の結果 

 ・自力で筆記したり、教員が聞き取り筆記したりするなど、回答方法は様々でした。 

 ・１０項目の質問に対して児童生徒１８名からの提出があり、全般的に概ね良好な評価 

を得ました。 

 

３．保護者の結果 

・全体を通じて『よくあてはまる』『あてはまる』の合計が 80％以上の項目が 1６/２５

項目と、概ね良好な評価をいただくことができました。 

・とくに学校生活そのものに関しての項目、大災害時の対応についての項目は良好な結

果でした。今後も児童生徒が学校に行くことを楽しみにできるような、保護者の方々

が安心して送りだせるような学校にしていきたいと思います。 

 

 
診   断   内   容 

よく 

あてはまる 

 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

まったく 

あてはまらない 

 

わからない 

 

未回答 

１ 
子どもは、学校へ行くことを 
楽しみにしている。 

６３％ ３２％ 
３％ ０％ １％ １％ 

９５％ 

２ 
子どもは、授業を楽しく受け
ている。 

４９％ ４４％ 
１％ ０％ ４％ １％ 

９３％ 

９ 

学校は、保護者が授業を参観

する機会を十分に設けてい

る。 

４４％ ５２％ 
１％ ０％ １％ １％ 

９６％ 

23 

学校が行っている大災害時に

関する対応策を知り(登下校

時における対応マニュアル

等)、対応策をとっている(薬

を預けるなど) 

３９％ ５５％ 

１％ ０％ ３％ ３％ 

９４％ 



・昨年度からの課題である「連携」「引き継ぎ」がキーワードとなる内容については、昨 

年度に比べて肯定的な意見が増えたものの、まだ肯定的な意見が 6～7 割であり今後  

も重要な学校課題ととらえて取り組んでいきます。 

・また、少数意見でも学校運営に係わる項目に関しては、関係部署とも連携し今後も検

討していく必要があると考えています。 

４．教職員の結果 

 ・『教育活動に関する項目』が１５問ありました。基本『よくあてはまる』『あてはまる』

が半数を超え、教職員自身が児童生徒の個々に応じた指導・人権に配慮した言動を意

識した教育活動に向けて努力できた成果と考えます。 

・大切にしたい児童生徒の対応や教材づくりについての時間が作りにくい問題について

は、改善に向けて全職員で検討を進めていきたいと考えています。 

 

・今回のアンケートから 

『教員間での子どもの情報共有・連携、進学・進級の際の引き継ぎの改善』 

『児童生徒への対応の話や教材づくりについて時間が作りにくいことへの対応』 

『学校運営に教職員の意見が反映されにくい原因と改善』 

について重点を絞り、課題改善に向けて教職員間で意見発散を行い、今後に向けての

具体的な改善案を検討しました。次年度に向けて分掌・学部・学年で反映できるとこ

ろから進めていきたいと考えています。 

  ご協力ありがとうございました。 

 
診   断   内   容 

よく 

あてはまる 
 

あてはまる 
あまり 

あてはまらない 
まったく 

あてはまらない 
 

わからない 
 

未回答 

15 

教員間で子どものことについ

て情報共有等、十分な連携がと

れている。 

１６％ ５２％ 

２１％ ４％ ４％ ３％ 
６８％ 

17 

進級・進学に際して、子どもの

情報の引き継ぎがなされてい

る。 

１６％ ４３％ 
２５％ １％ １２％ ３％ 

５９％ 

 

 診   断   内   容 
よく 

あてはまる 

 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

まったく 

あてはまらない 

 

わからない 

 

未回答 

１ 

児童生徒の障がいやその特性

について理解し、個々に応じた

様々なコミュニケーションの

方法を把握し、活用している。 

２１％ ７２％ 

５％ ０％ ２％ ３％ 
９３％ 

５ 

児童生徒を指導する際には、人

権に配慮した言葉や態度で教

育活動を行っている。 

２５％ ６４％ 

９％ ０％ ２％ ３％ 
８９％ 

１１ 

児童生徒への対応や教材づく

りについて、話ができる時間を

作っている。 

１５％ ５３％ 
 

２３％ 

 

４％ 

 

５％ 

 

０％ 

６８％ 

１９ 
学校運営に教職員の意見が反

映されている。 

１２％ ４４％  

２４％ 

 

２％ 

 

１６％ 

 

２％ ５６％ 


